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AG 日曜学校教案参照箇所 （リンクできます） 

中 1 巻 1 題 13 課 

    

❑導入導入導入導入     

結婚をする前、婚約中の男の人と女の人って、ラブラブな雰囲気があります。またクリスマスが近づい

てきましたが、クリスマスって楽しくてにぎやかなイメージがあるよね。でもね、世界で最初のクリスマス

を迎える前に、もうすぐ結婚するヨセフの心には、心配ごとや不安なことがありました。どんなことが起こ

ったのでしょうか？ 

 

❑ポイントポイントポイントポイント１１１１    ヨセフはヨセフはヨセフはヨセフは結婚結婚結婚結婚をとりやめようとしましたをとりやめようとしましたをとりやめようとしましたをとりやめようとしました（（（（１８１８１８１８－－－－１９１９１９１９節節節節））））    

ヨセフとマリヤは婚約中で、やがて結婚をするということが決まっていました。しかしヨセフと結婚をす

る前に、マリヤに赤ちゃんがみごもっていることが分かったのです。ヨセフはどうしてマリヤが身ごもった

のか分かりませんでした。ヨセフはマリヤを当時の律法にしたがって訴えることができたのですが（申命

記２２:２２-２４によると死刑）、そうはしませんでした。 ヨセフはマリヤがみんなのさらし者にならないよう

に、密かに結婚をやめようと決心したのです。 

 

    例）人生には「３つの坂」があると言われています。１つは何でも順調にいっているというような「登り坂」、

２つ目は失敗をしたりうまくいかなかったりというような「下り坂」があります。もう１つの坂は、「まさか！」

という坂だそうです。自分が失敗したり間違ったわけでもないのに、「まさかこんなことになるなんて」と思

わずにはおれない「まさか」です。ヨセフは、マリヤと結婚することを楽しみにしながら登り坂をラブラブな

気持ちで登っている気持ちだったと思います。しかしヨセフが何か間違いをおかしたわけでもなく、「まさ

かマリヤに誰の子どもか分からない赤ちゃんが・・・」そんな気持ちだったのでしょう。 

 

    

❑ポイントポイントポイントポイント２２２２    ヨヨヨヨセフにセフにセフにセフに主主主主のののの使使使使いがあらわれましたいがあらわれましたいがあらわれましたいがあらわれました（（（（２０２０２０２０－－－－２３２３２３２３節節節節））））    

   「まさか自分にこんなことがおこるなんて・・・」悩んで恐れているヨセフに、主の使いが夢に現れまし

た。そして主の使いは、「ダビデの子ヨセフ、恐れないでマリヤを妻として迎えなさい。マリヤのお腹の中

にいる子どもは、聖霊なる神さまによって宿っているのです。マリヤが産む男の子をイエスと名付けなさ

い。この方こそ全ての人を罪から救う救い主です」と言いました。恐れて悩んでいたヨセフを主の使いは

励ましたのです。 

 

⇒「まさかこんなことがおこるなんて・・・」、自分の理解を越えたことが起こり恐れてしまって、どうしたら

良いのか分からなくなってしまうことがあります。そんな時、ヨセフは主の使いによって励まされました。

私たちの神さまは、恐れて悩んでいる私たちを励まして下さる神さまです。ある人は聖書の中に「恐れる

な」という言葉が３６５回出てくると言っていました。つまり私たちは毎日毎日「恐れるな」という神さまの

励ましの声を聞き続けていく必要があります。聖書に出てくる人物も何度も何度も「恐れるな」と励まされ

ています。イエスさまも「恐れるな」と弟子たちに言われています。 



   

 悩んだり心配することもあるでしょう。「あなたの重荷を主にゆだねよ。主は、あなたのことを心配してく

ださる」（詩篇５５：２２）と聖書に書かれています。心配は私たちがすることではなく、神さまがしてくださ

ることです。神さまが心配して下さるから大丈夫という信仰を持ちましょう。聖書の中に「恐れるな」「思い

煩うな」「心配するな」という言葉に注意しながら読んでいると、それだけ神さまが私たちを励まそうとして

下さっているのかがよく分かります。 

 

 例）19 世紀、イギリスにジョージ・ミューラーというすばらしいクリスチャンがいました。彼は親を失い、家族か

ら見捨てられた数千人の孤児達を、分け隔てなく受け入れ、彼らを心から愛し、彼らの父となって養い育てま

した。何度も何度も子どもたちに食べさせるものがないという事態に遭遇しました。周りの人たちは心配して

どうしたらいいだろうかとあたふたしていましたが、その度にミューラーは神さまにお祈りをしました。すると神

さまは何度も何度も不思議な方法で子どもたちの食べる物を与えて下さったのです。食事の５分前になって

も何も食べる物がない時もありましたが、馬車が食べ物を積んでやってきて助かったこともありました。ミュー

ラーは、「信仰が大きくなれば心配は小さくなり、信仰が小さくなれば心配は大きくなる」と言いました。    

 

❑ポイントポイントポイントポイント３３３３    ヨセフはマリヤをヨセフはマリヤをヨセフはマリヤをヨセフはマリヤを妻妻妻妻にににに迎迎迎迎えましたえましたえましたえました（（（（２４２４２４２４－－－－２５２５２５２５））））    

   ヨセフは主の使いが言われたことを単なる夢だと思わずに、神さまからの励ましの言葉だと信じてマリ

ヤを妻として迎えました。そして生まれてきた子どもの名前を主の使いが言った通りにイエスと名づけま

した。 

 

 ⇒毎週の教会でのお話し、聖書を読んでいて心にとまった言葉を、右の耳から左の耳に流してしまうこと

なく、神さまからの励ましの言葉だと信じてその通りに実践していくことが大切です。周りの人の目が気

になることもあるでしょう。疑いがわいてくるかもしれません。人の言葉や疑いばかりを気にしていたら、

私たちの心の中にある恐れはいよいよ大きくなっていきます。恐れを乗り越えるために、神さまの言葉を

信じていくことが大切です。神さまの言葉には大きな力があります！ 

 

 ⇒今まで教師自身が聖書の言葉で励まされた体験を語っても良いでしょう。あるいは子どもたちに聖書

の言葉で励まされた体験があるかどうかを聞いてみても良いでしょう。 

 

❑結論結論結論結論    恐恐恐恐れてれてれてれて心配心配心配心配していたヨセフはしていたヨセフはしていたヨセフはしていたヨセフは、、、、主主主主のののの使使使使いのいのいのいの語語語語るるるる神神神神さまのさまのさまのさまの言葉言葉言葉言葉をををを信信信信じてじてじてじて従従従従いましたいましたいましたいました。。。。    

        暗唱聖句を読み上げます 

 

❑❑❑❑適用適用適用適用    （（（（聞聞聞聞きききき手手手手にににに最最最最もふさわしいもふさわしいもふさわしいもふさわしい適用適用適用適用がががが与与与与えられるようにえられるようにえられるようにえられるように祈祈祈祈りましょうりましょうりましょうりましょう））））    

もうすぐにぎやかなクリスマスなのに、悩んだり心配したり恐れていることはありませんか？ 

 

（１）私たちが恐れて心配していることに対して、神さまはどう思っているでしょうか？聖書はどう教えてい

るでしょうか？神さまに祈って教えてもらいましょう。（分からないときは、先生にたずねてみてね） 

 

（２）そして神さまの言葉に従っていく決心をしましょう。（聖霊なる神さまは、従う力を与えてくれます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


